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研究成果の概要（和文）： 新人看護師の臨床判断力を高め、看護ケアの質を向上させる目

的で 6 か所の大学附属病院および一般病院のエキスパートナース 14 名へ事例作成を依頼し

た。エキスパートナースから収集した 27 事例と共同研究者らで作成したモデル事例を効果

的に活用するために学習理論に基づき「学習支援システム」のソフトウェアを開発した。そ

のソフトウェアは、5 ステップから成り立っている。①看護過程のレクチャー②モデル事例

の看護過程③27 事例の看護過程④学習者が自己評価を行い課題発見できる評価システム⑤

学習者のもつ臨床事例を看護過程のステップで展開できるシステムである。 

 本研究の残された課題は、「学習支援システム」のソフトウェアのさらなるブラッシュア

ップとソフトウェアの試用や効果の検証である。 

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research was to develop a learning support 

system to improve new nurses’ clinical judgments and the quality of nursing care. In 

order to find out the learning environment of new nurses, 14 expert nurses from 6 

university and general hospitals were asked to provide cases about the nursing process 

in their medical institutions. 

After examining the 27 cases collected from the expert nurses in line with the model 

case prepared by the research collaborators, we developed a “learning support system” 

software, applying Steinaker and Bell's Taxonomy of Experiential Learning (1979).  The 

software has 5 steps; 1) lecture on nursing process; 2) the model case on nursing process; 

3) 27 sample cases on nursing process; 4) evaluation system, which enables learners to 

do self-evaluation of their nursing process and to identify areas for improvement and 

5) system to utilize learners’ clinical cases in each step of the nursing process.  

The following issues remain to be dealt with; 1) further development of the 

“learning support system” software; 2) trials of the software and 3) verification of 

the software and the system.   
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１. 研究開始当初の背景 

研究の学術的背景は次の 4点にある。 

（1）NANDA インターナショナル（North 

American Nursing Diagnosis Association 

International）は、ITの進歩の著しい 1970

年代の米国において、患者・家族・地域社会

に看護ケアを提供する際に看護師が行う重

要な判断を記述するための用語体系（ターミ

ノロジー）である NANDA 看護診断（Nursing 

diagnosis）を開発した。近年には、代表的

な医学用語分類コード集、SNOMED-CT への抱

合を遂げた（NANDAインターナショナル2005）。

NANDA 看護診断に、包括的で標準化された看

護 介 入 分 類 (Nursing Interventions 

Classification NIC）と看護介入によっても

たらされる看護成果分類（Nursing Outcomes 

Classification NOC）を結びつける NNN 看護

実践分類システムを創案し、改良した。（2）

看護実践支援システムは、整備された看護共

通用語の使用が可能となっているが、観察に

よって得た情報をどのように判断し、看護介

入の諸用語を選択したかという根拠は明確

ではない。多くの施設がフリーテキストによ

って選択した用語の根拠を明示できるよう

にするなど、看護師の思考過程の重視やその

ための工夫はなされているものの、用語体系

の理解の不足や思考能力の不足が目立って

おり、看護師が思考しながら入力できるシス

テムの必要性が指摘されている（相良、2006）。

（3）多職種によって患者と家族に提供され

るケアサービスの実情に目を向けると、看護

職と介護職の連携によって提供されるケア

内容の体系化やこれらの専門職が共通して

用いる専門用語の整備にはほとんど手がつ

けられていない。医療関係職種・福祉関係職

種との適切な役割分担と連携のもと、これら

の職種が専門性と自律性を発揮し的確な判

断を行うことが求められる現状である（厚生

労働省、2004）。研究者らは、科学研究費（基

盤研究(B)：平成 15-18 年度）の助成を得て、

療養型医療施設における看護・介護専門職の

日常的なケア内容の体系化とそれらの専門

職が共有できる専門用語の明確化をはかり、

「アセスメントガイドシステム」を開発した。

さらに、「アセスメントガイドシステム」の

実稼動による検証を経て、様々な職能や PC

リテラシーにある看護・介護専門職に対応で

きるようソフト・コンテンツのレベルを改良

した（岡崎、2006）。（4）看護過程の能力の

育成は、看護基礎教育の中で十分に時間をか

けることが望まれている。松山（2004）は、

学生のアセスメントや看護診断の過程にお

ける推論の深さや情報間の関連性の説明が

不十分であり、短絡的な思考に陥る傾向があ

 



ることを指摘している。また、杉浦（2005）

の報告では、学生を対象として Web によって

教員との双方向から連絡・指導を受ける手法

をとる看護過程支援システムの有効性を示

している。このように、看護過程能力の育成

には、看護基礎教育から継続し、臨床現場の

活動においても一貫して必要となる特徴が

ある。このような観点から、研究者らは、現

場のケアを記録し、評価できる「アセスメン

トガイドシステム」の利点を活かし、高い頻

度で関わる数種類の臨床事例に即した看護

過程の思考段階を整備し、システムへの適用

を試みた（岡崎、2006）。また、それらの試

用の経験から、個々の施設で活用されている

看護実践支援システムが、看護実践のエビデ

ンスと看護哲学を方向付ける看護理論に基

づいて開発されていないことが、看護過程の

思考を停滞させる要因になっているという

仮説を持つに至っている。以上のことから、

本研究は、新人看護師の臨床判断能力を高め、

看護ケアの質を向上させるために、看護理論

に基づく看護過程の思考を促進する学習支

援システムを開発することが緊急課題であ

ると実感した。 

２. 研究の目的 

 研究の全体構想は、新人看護師の看護実践

に必要とされる臨床判断能力を高めるため

のPCによる看護過程の学習支援システムを、

これまでに開発したケア評価機能を持つ「ア

セスメントガイドシステム」と連結機能を持

たせ、新しいシステムの構築を行う。さらに、

複数の病院で実践的に検証を行いながら学

習支援システムを開発する。 

３. 研究の方法 

 本研究は研究者らのこれまでの研究実績

と知見を活かし、新人看護師の臨床判断能力

を向上させることに寄与すると共に、実際の

臨床現場での看護ケアのアセスメント能力

を支援し、看護ケアの効果が見えかつ評価が

できる「アセスメントガイドシステム」と連

結した構成にする。加えてビジュアルを持た

せることで、PCによる学習の利点を大きく期

待できるシステム開発を研究方法の基盤と

する。具体的には事例を中心とするテストや

シミュレーションで、新人看護師が身に付け

ている知識やスキルを確認し、フィードバッ

クしながら進めることができ、学習者が自己

評価できる学習支援システムを構築する。 

（1）PC ソフトウェアを活用した「学習支援

システム」の開発：看護過程を展開するプロ

セスにおいて膨大な情報量と複数の段階を

追って進む思考過程を緻密に整理していく

ために、学習理論（Steinaker and Bell，1979）

に基づき PC ソフトウェアを活用し「学習支

援システム」の開発をする。開発にあたり、

これまで研究者らと株式会社島津エスディ

－の両者で共同開発してきた「アセスメント

ガイドシステム」と連結させる。 

（2）エキスパートナースと研究者らで事例

作成：新人看護師の教育背景は多様である。

あらゆる学習レベルの学習者が看護過程を

展開する際に陥りやすい初期の問題や課題

を解決でき、達成感を持ちながら挫折せず、

モチベーションを失わずに取り組めるコン

テンツとして広範囲の病院から事例の提供

を受ける。事例の提供はエキスパートナース

へ依頼し研究者らで再検討する。学習者は事

例を通して、状況に即した講義ノートや資料

などの基礎知識や臨床実践に必要な各種ガ

イド・マニュアルを、画面上でタイミングよ

く簡便に学習することができ、知識の整理に

役立つようにする。 

（3）測定指標の検証：看護過程能力とそれ

に関与するクリティカルシンキング能力お

よび看護職自律性能力を評価する尺度を再

検討し、新人看護師の臨床判断能力の達成度



を評価できる尺度を新たに作成する。さらに、

作成した尺度を看護学士課程の学生と新人

看護師、認定看護師コースの研修生を対象に

信頼性と妥当性を検証する。対象者の抽出は

看護学士課程の学生 2 回生 80 名、3 回生 80

名、4 回生 80 名、新人看護師 30 名、認定看

護師コースの研修生 30 名とする。調査票の

作成は看護教員と臨床において看護教育を

担当する看護管理者の意見を得て、調査票の

全体構成の適切性、使用尺度の妥当性を検討

する。①データ収集方法は対象者に研究目的

と概要、倫理的配慮について説明し、調査票

を配布する。回収は所定の期限と場所に提出

する方式とし、調査票の提出によって調査へ

の承諾の有無を確認する。②データの分析は

統計学的手法を用いて、看護過程能力の評価

尺度の構成概念妥当性と基準関連妥当性お

よび、内的整合性を検証する。さらに、各概

念間の関連性、看護学士課程の学生と認定看

護師コースの研修生の比較、学生及び看護師

の学習経験に応じた比較を統計学的に行う。

③調査結果に基づき、PCソフトウェアによる

看護過程と関連する能力を評価する手法を

検討し、「学習支援システム」に追加する。 

（4）「学習支援システム」の稼動とその効用

の調査：複数の医療機関において試作した

「学習支援システム」を承諾の得られた一般

総合病院（250～500 床）で実稼動し、その利

用に伴う課題と効果について調査を実施す

る。 以下の対象者が所属する機関に「学習

支援システム」の入ったノートパソコンを配

備し、実際に使用し、その課題を明らかにす

る。①対象者は看護学士課程学生、看護経験

年数 1年目の新人看護師、認定看護師コース

研修生、配属移動をして間もない臨床看護師

を対象とする。看護系大学 2ヶ所、病院 5ヶ

所へ依頼予定である。調査票による調査とグ

ループの教育レベルを揃えたフォーカスグ

ループ・インタビュー（Merton，1990）を実

施する。②調査及び調査票の作成は「学習支

援システム」の試用の課題を抽出する調査票

を、「アセスメントガイドシステム」の試用

及び改良時に作成した意見リストに基づい

て、プレテストを実施する。その結果を基に

項目を再検討し、インタビューの指針を作成

する。③調査時期：試作した「学習支援シス

テム」の使用前、中、後、数週間後を経時的

に調査する。④調査票及びインタービューデ

ータの分析を行う。対象者の特性に伴う比較、

システムの使用の効果は統計学的な検証に

よって明らかにする。改良点については定性

データの分析によって示唆を得る。 

（5）「学習支援システム」のコンテンツレベ

ルの向上と成果の検証：「学習支援システム」

の改良とさらなる検証を同様の対象者と同

様の方法を用いて行い、結果を比較検討する。

①看護学士課程学生 2 回生 80 名で開講する

「看護過程論」及び「看護理論Ⅱ」の科目に

開発した「学習支援システム」を取り入れた

指導を組み込み、初期の学生に対する活用可

能性を検証する。 

（6）研究成果の公表：①図書の発行、「学習

支援システム」の CD 化、ホームページの作

成により、研究成果を広く公表する。②研究

の成果の国内外の学会や専門誌、講演会、研

修会、ホームページによって広く公表する。 
４. 研究成果 

（1）事例収集ソフトウェアの開発 

 複数の病院のエキスパートナースに事例

作成を依頼するために、共同研究者は株式会

社島津エスディ－と共同研究を行い「事例収

集ソフトウェア」の開発を行った。その目的

は、多様で複雑な情報をもつ事例の特性を、

限りなく網羅して収集できかつ均一した様

式と思考過程で事例作成を行うためであっ

た。そのソフトウェアは、前述した学習理論



とロイ適応看護理論に基づき1年間で完成し

た。そのソフトウェアを PC へ搭載し、研究

者らが看護学士課程 2年生「看護過程」の授

業として教材開発した事例を搭載し稼働状

態を検証した。その結果、事例収集ソフトウ

ェアはエキスパ－トナ－スから臨床事例を

収集する研究目的に、適合していた。 

（2）事例作成の依頼と成果 

 あらかじめ研究者らで依頼できる病院の

看護管理者および病院管理者へ文書で説明

し内諾を得、看護管理者からエキスパートナ

ースの推薦を得た。さらに推薦されたエキス

パートナースへ研究協力依頼を文書で行い、

承諾が得られた14名へ事例作成を依頼した。

事例作成時の倫理的配慮は、事例対象となる

患者は匿名化とし個人が特定されないよう

に、複数の事例を組み合わせて事例を作成す

るように説明した。エキスパートナースは 6

か所の大学附属病院および一般病院に所属

していた。共同研究者らで病院毎に「事例収

集ソフトウェア」を搭載したノート PC とソ

フトウェア使用説明書のファイルを持参し、

事例作成のシュミレ－ションを PC 上で行い

エキスパートナースへ依頼した。依頼時に事

例選定の留意事項として、新人看護師へ最も

必要とされる臨床判断能力は何かの視点を

持ち事例作成を行うこととした。その結果、

27事例を収集することができた。 

（3）「学習支援システム」ソフトウェア開発 

 「学習支援システム」の構築に向け、5 段

階の計画案を実現化した。①看護過程および

看護診断のレクチャー：PC上で自己学習がで

きるシステムを通して、基礎知識の再確認を

行う。②モデル事例の展開：モデル事例を展

開することで①レクチャ－の学習と合わせ

て、看護過程の基礎知識を活用できる。③27

事例の展開：エキスパートナースへ事例作成

を依頼し、さらに研究者らで再検討を繰り返

した 27事例を学習者が PC上で「学習支援シ

ステム」ソフトウェアを活用して自己学習が

でき、新しい知識の獲得ができることを目的

としている。④学習者の課題発見：学習者が

PCに搭載した「学習支援システム」を用いる

ことで、学習成果を経時的に自己評価でき、

新たに自己の課題を発見することができる

レーザーチャート式評価システムを導入し

た。この測定指標は看護過程能力とそれに関

与するクリティカルシンキング能力、看護職

自律性能力を評価する尺度である。⑤学習者

のもつ個別事例の展開：臨床場面においてリ

アルタイムに活用でき、臨床判断能力の向上

に繋がるように、学習者の持つ臨床事例をPC

入力し看護過程を展開できるシステムであ

る。この中には PC で関連図の作成ができる

フォ－マットも加えた。 

（4）「学習支援システム」の第三者評価 

 この評価は、看護情報科学の専門家に専門

的知識の提供を目的として依頼した。その結

果、ソフトウェア上の問題はない。システム

の構築は学習者の思考過程を段階的に向上

させ、学習者の自己評価を介して学習成果を

フィ－ドバックできる点において評価でき

ると好評であった。 

（5）国際比較 

オ－ストラリアの看護系大学教育カリキュ

ラムと看護過程に関する教育方法並びに教

材研究に関する現地調査を行い、国際比較研

究へ発展できる準備状況を整えた。 

（6）本研究の課題 

 3年間でPCを活用した「学習支援システム」

のソフトウェアのコンテンツは作成できた。

しかし、当初の研究計画で達成できなかった

課題は次の 2点である。①実稼働に向けてソ

フトウェアのさらなるブラッシュアップと

試用およびその効用の検証が急務である。②

作成した測定指標である、看護過程能力、ク



リティカルシンキング能力、看護職自律性能

力を新人看護師、認定看護師コースの研修生、

看護学士課程の学生を対象に信頼性と妥当

性を検証する必要がある。加えて国際比較研

究へと発展させていきたい。 
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